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令和
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保護者等
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私は、ねぎとこんにゃく下仁田奨学金制度に関する次の事項を確認、了承しました。

　この奨学金制度は、保護者等が連携金融機関から本制度の専用奨学ローン「ねぎとこんにゃく
下仁田奨学ローン」を借り入れ、返済を行い、返済額の全部又は一部について町が保護者等に補
助金を交付するものです。

　この奨学ローンの融資額は、高校生と予備校生は月額３万円、大学生等（注１）は月額５万円
で、ローン契約者の返済用口座とは別に、奨学生本人の口座へ振り込まれます。

　この奨学ローンは、借り入れた月から利息の支払が発生します。また、返済については元利均
等毎月払いで、高校大学等の在学期間終了後、10年間です。

　この奨学ローンは変動金利です。また、融資期間は連携金融機関の審査により変動します。

　様式第１号「ねぎとこんにゃく下仁田奨学金利用申出書」及び様式第２号「確認書」等に記載
してある確認事項のほか、連携金融機関の融資条件があります。

　保護者等が奨学ローン借入期間に転出もしくは町外に居住した場合、補助金を受けることはで
きません。但し、保護者等が町に住民登録し、実際に居住していた期間の補助金は受けることが
できます。

　保護者等が奨学ローン元利金の返済期間に、社会人奨学生が転出もしくは町外に居住した場
合、補助金を受けることはできません。但し、社会人奨学生が町に住民登録し、実際に居住して
いた期間の補助金は受けることができます。

　補助金の対象は、保護者等が補助対象期間の毎年4月から翌年3月までに返済した奨学ローンの
利息及び元金で、請求後60日以内に保護者等の口座へ振り込まれます。（在学期間中に返済した
利息は卒業年度にまとめて請求）（補助金額の上限あり）

　この補助金を受けるには、様式第６号「ねぎとこんにゃく下仁田奨学金補助金交付申請及び実
績報告兼請求書」と添付書類を下仁田町へ提出する必要があります。

　当該年度中に書類の不備等により補助金を受けることができなかった場合、翌年度以降に当該
年度分の補助金を受けることはできません。

　奨学生が失踪もしくは死亡した場合、補助金を受けることはできません。

　提供された個人情報は、本奨学金制度の目的以外では使用しません。なお、本奨学金制度の利
用にあたり必要となる事項については、下仁田町と連携金融機関において情報共有します。ま
た、利用実態の把握等の確認調査を行う場合があります。

　この奨学金制度の利用にあたり、保護者等の属する世帯全員及び奨学生の住民基本台帳情報
と、保護者等と社会人奨学生が町税等（注２）を滞納していないことを下仁田町が調査すること
に同意します。

　保護者等もしくは奨学生の届出内容に変更が生じた場合には、速やかに様式第４号「登録内容
変更届」を提出してください。この届出を怠り、または虚偽の届出をした場合には、補助金の返
還となる場合があります。

　ねぎとこんにゃく下仁田奨学金償還補助金交付要綱及び、ねぎとこんにゃく下仁田奨学金償還
補助金交付に係る留意事項について確認し、その内容を理解しました。

（注１）大学生等は、大学（短期大学を含む）、高等専門学校、専修学校又はこれらに準ずる教育施設
　　　　及び養成所等に在学する者であって、町長が認めるもの。但し、大学院を除く。
（注２）町税等…町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療
　　　　保険料


